
No.174 令和３年５月１日
み や こ 町 歴 史 民 俗 博 物 館 発 行
福岡県京都郡みやこ町豊津1122-13

ＦＡＸ０９３０－３３－４６６７
ＴＥＬ０９３０－３３－４６６６

▲左が複製品で右が本物 区別がつかないくらい精巧です
　4月からはしばらく複製が本物の代役をつとめます

３月の業務日誌から

W
E
B
博
物
館「
み
や
こ
町
文
化
遺
産
」

新
規
メ
ニ
ュ
ー
追
加
で

　
　
　
　
さ
ら
に
充
実
の
ペ
ー
ジ
へ
！

　３月27日（土）、博物館発注の僧形八幡神坐像
（生立八幡宮所蔵）の複製品検収作業が行われ
ました。本物と見まがうばかりの「立派な（？）複
製品」は、今後本物を休憩させるための代役・影
武者として活躍します。

　３月2日（火）、博物館の「いろどりミニ展示」
の第２期展示が勢揃いしました。特に向井澄男
ミニ写真展は「華やぐ」の名で故郷が華やいだ
姿を活写した写真が展示され、ホール内に小さ
な春を呼びこんでいました。

▲スタート画面（右）の矢印部分を
　クリックすると画像へジャンプ

　
博
物
館
の
公
式
H
P
「
み
や
こ
町
デ

ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
サ
イ
ド
メ

ニ
ュ
ー
「
み
や
こ
町
文
化
遺
産
」
は
、

「
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
か
ら
取
り
出
し
た
資

料
展
示
の
実
現
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

注
目
の
資
料
を
高
精
細
画
像
や
３
D
画

像
に
収
め
て
W
E
B
上
で
公
開
し
、
ふ

る
さ
と
の
宝
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
ツ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
も
み
や
こ
町
文
化
遺
産

活
用
実
行
委
員
会
監
修
の
も
と
各
資
料

所
蔵
者
の
ご
理
解
を
得
て
、
注
目
の
資

料
の
公
開
が
実
現
し
ま
し
た
。

「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
ま
さ
か

手
に
と
る
こ
と
な
ん
て
で
き
な
い
で

し
ょ…

」
と
い
っ
た
資
料
が
、
ご
利
用

の
パ
ソ
コ
ン
画
面
上
で
気
軽
に
ご
覧
頂

け
ま
す
。
こ
の
記
事
を
読
ん
だ
ら
ぜ
ひ

一
度
お
試
し
下
さ
い
！

●
主
な
公
開
資
料
【
新
規
分
の
み
】

・
葉
山
嘉
樹
自
筆
原
稿
『
中
学
校
事
件
』

育
徳
館
高
校
文
芸
部
員
作
成
の
翻
刻
文
で

葉
山
嘉
樹
の
新
小
説
が
楽
に
読
め
る
！

・
呰
見
大
塚
古
墳
発
掘
調
査
成
果
写
真

京
築
唯一の
装
飾
壁
画
古
墳
で
あ
る
同
古

墳
の
調
査
当
時
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す

・
「
み
や
こ
町
お
宝
マ
ッ
プ
」

町
の
宝（
文
化
財
）の
魅
力
を
分
か
り
易
く

紹
介
し
た
４
種
の
マ
ッ
プ（
史
跡・神
楽・伝

説・樹
木
）が
自
由
に
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
対
応
の
た
め
、
例
年
町
内
各
所
で
行
わ

れ
る
左
記
の
民
俗
芸
能
・
行
事
の
中
止
が

決
定
し
て
い
ま
す
。

　
二
年
連
続
で
残
念
で
す
が
、
地
域
や
観

客
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

措
置
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
豊
前
神
楽
（
鐙
畑
・
上
伊
良
原
・
上
高

　
屋
・
光
冨
・
横
瀬
）

●
豊
国
楽
（
下
伊
良
原
）

●「
生
立
八
幡
神
社
山
笠
」行
事（
犀
川
）

※

紹
介
は
5
月
期
の
指
定
文
化
財
行
事
の
み

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

５
月
1
日（
土
）
9
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

５
月
８
日（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

５
月
15
日（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

５
月
22
日（
土
）
10
時
〜

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
拡
散
防
止
対
応
に
伴

い
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

民
俗
芸
能・行
事
の
公
開
中
止
情
報

５
月
の
歴
史
講
座

博
物
館
で「
楽
習
」始
め
ま
せ
ん
か
？

　
博
物
館
は
豊
富
な
郷
土
資
料
と
学
芸
員

の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で

す
。
以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽
し

く
学
び
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
博
物
館
ま
で
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❶
博
物
館
友
の
会

　
博
物
館
友
の
会
は
「
故
郷
を
楽
し
く
学

ぶ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
見
学
会
や
各
種
学
習

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
。
お
気

軽
に
お
申
込
み
を
！

♪
入
会
の
方
法

　
博
物
館
窓
口
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
窓
口
で
会
費
を
納
入
下
さ
い
。

♪
年
間
会
費

　
個
人
会
員　
　
　
３
０
０
０
円

　
家
族
会
員　
１
名
２
０
０
０
円

❷
博
物
館
歴
史
講
座

　
館
蔵
資
料
や
町
内
外
の
自
然
・
文
化
遺

産
を
題
材
に
町
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
ま

す
。
４
種
の
教
室
が
開
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
講
師
が
皆
さ
ん
を
地
域
再
発
見
の
旅

に
誘
い
ま
す
。

　
毎
回
資
料
代
２
０
０
円
が
必
要
と
な
る

ほ
か
は
フ
リ
ー
参
加
で
す
。

❸
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
愛
称
：
豊
の
国
み
や
こ
探
検
隊
！
）

　
町
の
「
宝
」
で
あ
る
文
化
遺
産
を
自
分

た
ち
で
ガ
イ
ド
＆
ガ
ー
ド
す
る
ス
タ
ッ
フ

を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

　
特
に
ガ
ー
ド
は
町
内
文
化
遺
産
の
除
草

や
清
掃
な
ど
軽
微
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
活
動

に
フ
リ
ー
参
加
で
汗
を
流
し
ま
す
。
参
加

費
等
は
不
要
で
す
。

▲春の情景に加え祭やイベント等「華やぐ」写真を展示
　5月いっぱい展示される予定です

は
や
ま

あ
ざ
み 

お
お
つ
か

よ
し
き
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

１
４
０
年
前
に

外
国
人
が
調
査
し
た

み
や
こ
町
の
古
墳
⑤ 137

イ
ギ
リ
ス
大
英
博
物
館
収
蔵
資
料
か
ら

博
物
館
総
長
「
森
鷗
外
」

　
「
令
和
」
の
改
元
か
ら
２
年
が
経
ち

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
改
元
時

の
賑
わ
い
が
遠
い
昔
の
よ
う
に
思
え
ま

す
。
当
時
は
、
元
号
「
昭
和
」、
平
成

即
位
天
皇
陛
下
（
現
在
の
上
皇
陛
下
）

の
名
前
・
称
号
の
考
案
者
、
吉
田
増
蔵

（
勝
山
上
田
出
身
）
の
業
績
を
見
直
し
、

発
信
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
吉
田

増
蔵
が
所
属
し
た
宮
内
省
の
部
局
が

「
図
書
寮
」で
、そ
の
長
官「
図
書
頭
」が
、

彼
の
恩
師
で
あ
る
森
鷗
外
で
し
た
。
森

鷗
外
は
、
小
倉
に
赴
任
中
、
演
習
で
仲

哀
隧
道（
み
や
こ
町
勝
山
松
田
）を
通
っ

た
際
、句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。彼
は
軍
医
、

小
説
家
な
ど
様
々
な
職
歴
が
み
ら
れ
ま

す
が
、
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に
創

設
さ
れ
た
国
内
初
の
博
物
館
「
帝
室
博

物
館
」（
現
在
の
東
京
国

立
博
物
館
の
前
身
）
の
総

長
を
務
め
た
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

明
治
21
年
（
１
８
８
８
）

に
同
館
は
こ
の
宮
内
省
図

書
寮
付
属
の
博
物
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。
鋳
造
技

師
と
し
て
明
治
政
府
に
招

聘
さ
れ
、
以
後
16
年
に
及
ぶ
日
本
滞
在

中
に
国
内
各
地
の
古
墳
を
調
査
し
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ガ
ウ
ラ
ン
ド
は
、こ
の
年
、

発
足
間
も
な
い
こ
の
博
物
館
で
国
内
最

後
の
調
査
を
行
い
、
帰
国
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
彼
の
調
査
手
法
が
、
そ
の
後

の
日
本
に
お
け
る
発
掘
調
査
の
礎
に
な

り
、
現
在
も
な
お
継
承
さ
れ
る
な
ど
、

日
本
考
古
学
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
人
が
考
案
し
た
調
査
方
法

　

現
在
、
国
内
で
は
、
開
発
な
ど
様
々

な
要
因
に
よ
る
発
掘
調
査
が
各
地
で
行

わ
れ
、
そ
の
数
も
年
間
８
５
０
０
件
以

上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
み
や
こ
町
近
隣
で

も
東
九
州
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘

調
査
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
も
の
で
す

が
、
現
在
、
国
内
の
発
掘
調
査
で
用
い

ら
れ
て
い
る
遺
構
の
掘
り
下
げ
か
ら
図

面
作
成
・
写
真
撮
影
な
ど
一
連
の
「
記

録
保
存
」
の
方
法
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ガ
ウ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。
ガ
ウ
ラ
ン
ド
は
古
墳
の
計
測

調
査
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
意
外
に
も

発
掘
調
査
は
明
治
20
年
（
1
8
8
7
）

に
行
っ
た
大
阪
府
の
芝
山
古
墳
の
発
掘

調
査
が
唯
一
の
事
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

考
古
学
の
発
掘
調
査
で
は
、
土
器
な

ど
の
遺
物
が
、
ど
の
よ
う
に
出
土
し
た

か
を
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

当
時
の
状
況
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
彼
は
こ
の
古
墳
の
調
査

で
石
室
内
床
面
を
20
の
方
形
区
画
に
分

割
し
、
ど
の
区
画
か
ら
何
が
出
土
し
た

の
か
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

「
区
画
取
り
上
げ
法
」
と
呼
ば
れ
る
彼

が
考
案
し
た
こ
の
手
法
は
、
1
3
0
年

以
上
が
経
過
し
た
現
在
も
、
国
内
各
地

の
発
掘
調
査
現
場
で
基
本
的
な
技
法
と

し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
当

時
は
遺
構
・
遺
物
の
情
報
を
第
三
者
に

伝
え
る
方
法
と
し
て
拓
本
や
絵
画
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
各
地
の
古

墳
の
墳
丘
や
石
室
及
び
遺
物
の
記
録
と

し
て
自
ら
考
案
し
た
実
測
図
や
写
真
撮

影
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
斬
新

な
手
法
と
し
て
当
時
の
日
本
の
研
究
者

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
特
に

古
墳
の
石
室
や
墳
丘
を
被
写
体
と
し
た

記
録
写
真
は
、
国
内
で
も
最
古
級
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。明
治
20
年（
１

８
８
７
）
頃
に
は
調
査
に
写
真
撮
影
が

導
入
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
こ
の
時
に
撮

影
さ
れ
た
記
録
写
真
は
今
日
の
古
墳
研

究
に
は
欠
か
せ
な
い
第
一
級
の
資
料
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
記
録
か
ら
み
え
て
き
た
こ
と

　

明
治
30
年
（
1
8
9
7
）
に
イ
ギ
リ

ス
で
発
表
さ
れ
た
「T

he 　

D
olm
ens

an
d

　

B
u
rial 　

M
ou
n
d
s 　

in
Japan

」（
日
本
の
ド
ル
メ
ン
と
埋
葬

墳
）
と
い
う
論
文
に
は
、
綾
塚
古
墳
の

詳
細
な
記
録
と
併
せ
、「
宮
殿
の
峡
谷

と
い
う
意
味
を
表
す
『
御
所
ヶ
谷
』
と

い
う
曰
く
あ
り
げ
な
名
が
つ
い
て
い

る
。」
と
述
べ
、
み
や
こ
町
・
行
橋
市

に
ま
た
が
る
「
御
所
ヶ
谷
神
籠
石
」
に

触
れ
る
な
ど
、
こ
の
地
で
行
っ
た
聞
き

取
り
調
査
の
詳
細
な
記
述
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ガ
ウ
ラ
ン
ド
は
横
穴
式

石
室
を
も
つ
古
墳
を
「
ド
ル
メ
ン
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
論
文
の
最

後
に
は
「
こ
の
地
域
（
み
や
こ
町
勝
山

黒
田
周
辺
）
が
ド
ル
メ
ン
時
代
に
重
要

な
場
所
だ
っ
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
１
０

０
以
上
も
散
在
し
て
い
る
ド
ル
メ
ン
の

数
の
多
さ
か
ら
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。」
と
い
う
記
載
は
特
に
注
目
さ

れ
ま
す
。
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
13

年
前
に
綾
塚
古
墳
北
側
丘
陵
一
帯
を
対

象
に
、
遺
跡
の
詳
細
分
布
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
１
０
０
基
以
上
の
古
墳

の
分
布
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

彼
の
調
査
記
録
が
非
常
に
正
確
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

「
日
本
考
古
学
の
父
」

　

ガ
ウ
ラ
ン
ド
は
現
在
、
国
内
で
広
く

行
わ
れ
て
い
る
発
掘
調
査
の
方
法
を
考

案
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
考
古
学
の

父
」
と
い
う
別
名
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

日
本
人
よ
り
も
古
墳
の
重
要
性
を
認
識

し
た
彼
が
残
し
た
貴
重
な
資
料
は
、
現

在
、
大
英
博
物
館
を
訪
れ
る
年
間
６
０

０
万
人
を
超
え
る
世
界
各
地
の
人
々
に

日
本
の
古
墳
文
化
の
重
要
性
を
伝
え
続

け
て
い
ま
す
が
、
み
や
こ
町
の
古
墳
の

資
料
も
そ
の
重
要
な
役
割
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
誇
り
に
思

い
た
い
も
の
で
す
。

（
井
上
信
隆
）

ウィリアム・ガウランド
（1842～1922）

勝山地区にみられる群集墳の一例

「区画取り上げ法」による調査事例（犀川花熊　三ツ塚古墳群石棺内部調査の様子）
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